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《北国街道・冬の旅) 1980年24.2×333Cm

盲目の女性旅芸人・暫女(ごぜ)を生涯のテーマとして描き続けた斎藤真一の
小回顧展。藤田嗣治の助言を機に東北を訪れ、暫女と出会った作家の歩みを

たどる。誓女シリーズをはじめ、藤田や国吉康雄の影響がうかがえる初期作
から、後年の「さすらい」シリーズまでを紹介する。
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不忍画廊

東京都中央区日本橋3-8-6第2中央ビル4F603-3271-3810
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斎藤真一の世界展
9月10日~26日

(月・火ok祝は休)
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絵と言葉を融合させた新たな表現を提案する「絵と言葉のチカラ展」の関西
展。第5回展の入賞・入選作を中心に、シンボルアーティスト・齋正機の作
品をはじめ、第1回から第4回展までの関西ゆかりの出品作もあわせて紹介

する。多彩な作品を通して、絵と言葉が響き合う豊かな表現世界を楽しめる。
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ホルベインギャラリー

606-6763-0022 大阪府大阪市中央区上汐2-2-5
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第2回
絵と言葉のチカラ展
関西展
9月10日~15日
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く水の森) 2026年333×53Cm

「心のなかに抱く風景を形にしたい」と語る橋爪は、絵具を幾重にも重ね、

独学で習得した日本画の技法によって色彩が光をやさしく放つような風景を

描く。実景もあれば想像から生まれる風景もあるが、いずれも不思議な懐か

しさが漂い、見る者の記憶を静かに呼び覚ます。
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荻須高徳とモーリス・ユトリロ
一魅せられし街並みー
9月5日~27日

バリを拠点に、ヨーロツパの街角や古い石造りの建物に宿る暮らしを温かな眼
差しで描いた荻須高徳と、モンマルトルをはじめとするパリの街並みを詩情豊
かに描き、エコール・ド・パリを代表する画家となったモーリス.ユトリロ。

20世紀前半のヨーロツパを舞台に、それぞれ異なる感性で街並みの記憶を描
いた二人の油彩約25点を展観する。近代洋画の名品を長年紹介してきたギャ
ルリーためながならではの視点で構成された、見応えある二人展である。
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橋爪純展
8月27日~9月11日
(日は休)
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東京都港区南青山5-4-30
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ギャルリーためなが

603-3573-5368 東京都港区南青山6-5-39
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取材・文 1功刀知子ψ父,D伝心)デザイン 1大野りサ

^

-9.11から四半世紀一、
石川九楊展
人類の未熟について
9月11日~10月3日旧・祝は休)

2001年9月11日の米国同時多発

テロから四半世紀。日本を代表す

る書家・石川九楊が、「人類の未

熟について」をテーマに、自作の

詩文による記念碑的作品8点を中

心に展観する。書を現代美術へと

切り拓いてきた作家の思想と表現

に迫る。会期初日の9月11日には、

名古屋市美術館講堂で石川九楊に

よる講演会(事前予約制・無料)も

開催される。講演会予約先 Π日go
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名古屋画廊
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ya@nagoyaga11ery.CO.jp

愛知県名古屋市中区栄1-12-10

牝.

*

イ

4

^

'

柿沼宏樹展
9月18日~29日(20~23日は休〕

異生物と人問、非日常と日常が交錯する独自の世界を描く柿沼宏樹。本展で
は、代表的モティーフである「チキン・サピエンス」の日本未発売フィギュ

ア第2弾を初公開するほか、100号の大作をはじめ代衷作を一堂に展示。ユ
ーモアと寓意に満ちた柿沼ワールドを堪能できる。
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ぎゃらりい秋華洞
東京都中央区銀座6-4-8曽根ビルフF603-3569-3620

.^

^

1

,

'

」'
^

、

^

イ,

'

、ノ'

1',、

.

'

'」

ノノ

(current) 2017年
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言駝鳥の

芸人、歌手、作詞・作曲家、作家、

経営者と、実に多彩な顔を持つは

なわさん。そのとれにも共通して

いるのは、人と人とのつなかりを

大切にする、社会的ウェルヒーイ

ンクψの感性てす。今回の対談で、

相手を認め、心地よい繹を育む力

か、はなわさんの多方画ての活躍

を支えてぃるのだと実感。佐伯祐

三を敬愛するという話も深く納得

です。
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上/1981年4月に撮影された、幼き日のは

なわ兄弟。向かって右がはなわさん、左力勺

歳半違いの弟で、お笑いコンビ「ナイツ」の塙

宣之さん。対照的な性格だった二人は、とも

にお笑い芸人の道へと進むことになった。

下/デビュー当時のはなわさん。
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佐
賀
と
い
う
士
地
も
文
化
的
士
壌
が
豊
か
で

す
し
ね
。

は
な
わ
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。
父
親
は

今
、
家
で
油
絵
を
描
い
て
、
自
分
の
部
屋
に

飾
つ
九
り
し
て
い
ま
す
。

福
井
つ
い
に
お
父
さ
ん
ま
で
!
さ
つ
き
、

は
な
わ
さ
ん
が
、
今
か
ら
絵
を
描
く
な
ら
一

度
学
び
九
い
と
お
っ
し
や
つ
九
け
ど
、
僕
は

そ
ん
な
必
要
全
く
な
い
と
思
い
ま
す
よ
。
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は
な
わ
あ
、
そ
、
つ
で
す
か
。

福
井
こ
れ
は
日
本
の
美
術

教
育
の
良
い
と
こ
ろ
で
も
あ

り
悪
い
と
こ
ろ
で
も
あ
る
の

で
す
が
、
絵
を
学
ぶ
と
な
る

と
最
初
に
必
ず
デ
ッ
サ
ン
を

や
ら
さ
れ
る
。
息
子
さ
ん
も

今
、
一
生
懸
命
石
膏
デ
ッ
サ

ン
を
や
つ
て
い
る
で
し
ょ
、
つ
。

晋

「
描
写
(
デ
子
ン
)
」
と
い
う

の
は
、
 
3
次
元
を
2
次
元
に
描
く
つ
て
こ
と

で
す
よ
ね
。
こ
れ
ね
い
わ
ゆ
る
筋
ト
レ
な

ん
で
す
。
や
れ
ば
や
る
ほ
ど
誰
で
も
筋
肉
が

つ
い
て
く
る
。
つ
ま
り
デ
ッ
サ
ン
の
勉
強
を

す
れ
ば
誰
で
も
描
け
る
よ
う
に
な
る
。
こ
う

い
う
美
大
受
験
の
シ
ス
テ
ム
は
、
実
は
日
本

と
中
国
だ
け
な
ん
で
す
よ
。
欧
米
は
全
く
違

う
。
欧
米
で
は
、
自
分
が
作
っ
九
。
ホ
ー
ト
フ

オ
リ
オ
を
提
出
し
て
、
あ
と
は
大
抵
面
接
で

す
。
上
手
に
描
く
こ
と
よ
り
、
そ
の
人
が
何

を
考
え
て
何
を
表
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
の

か
が
重
視
さ
れ
ま
す
。
デ
ッ
サ
ン
カ
は
コ
ン

セ
プ
ト
の
実
現
の
手
助
け
に
は
な
る
け
れ
ど
、

創
作
の
真
髄
で
は
無
い
。
僕
も
そ
の
考
え
に

は
哉
す
る
部
分
が
あ
り
ま
す
ね
。
だ
か
ら
、

は
な
わ
さ
ん
が
わ
ざ
わ
ざ
学
ぶ
必
要
な
ん
て

〆
い
と
思
い
ま
す
。
描
き
九
い
も
の
を
自
由

に
描
か
れ
九
方
が
い
い
で
す
。
お
好
き
な
ア

意
外
だ
な
あ
。
も
つ
と
。
ホ
ッ
プ
な
も
の
が
お

好
き
な
の
か
と
思
っ
て
い
ま
し
九
。
佐
伯
の

あ
の
強
い
パ
ッ
シ
ョ
ン
と
、
は
な
わ
さ
ん
の

ヒ
ユ
ー
マ
ニ
ズ
ム
が
共
鳴
す
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
考
え
て
み
九
ら
納
得
が
行
き
ま
す
。

他
に
は
ど
ん
な
作
家
が
好
き
で
す
か
?

は
な
わ
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
の
彫
刻
は
大
好

き
で
す
ね
。
わ
ざ
わ
ざ
九
州
の
博
物
館
に
見

に
行
っ
九
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

福
井
佐
伯
祐
三
に
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
。
や

は
り
相
当
芸
術
が
お
好
き
な
ん
で
す
ね
。
は

な
わ
さ
ん
の
イ
メ
ー
ジ
が
<
マ
日
小
ノ
し
変
わ
b

ま
し
九
。

は
な
わ
僕
自
身
も
家
族
の
成
長
と
共
に
、

見
て
い
る
景
色
が
日
々
変
化
し
て
い
る
感
じ

で
、
こ
れ
か
ら
が
楽
し
み
で
す
。
ど
う
な
っ

て
い
く
の
か
は
、
わ
か
り
ま
せ
ん
け
ど
ね
。

福
井
僕
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

(
7
月
1
日
、
六
本
木
則
讐
稽
古
場
に
て
)
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は
い
ま
す
か
?
・

は
な
わ
佐
伯
祐
三
さ
ん
は

好
き
で
す
ね
。
絵
の
タ
ッ
チ

と
か
見
て
い
る
と
、
こ
う
、

胸
が
熱
く
な
る
と
い
う
か
。

福
井
好
き
な
作
家
を
聞
く

と
、
そ
の
人
の
意
外
な
一
面

が
見
え
る
こ
巴
が
あ
り
ま
す

か
、
は
な
わ
さ
ん
か
ら
佐
伯
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